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r’l：命のlUllみ」は1k久にfhとおの深見!iであろう。fl、は本シンポジウムのイ

ントllゲツトリー・IJJークスとして、 l込川、：11;.. ；：：と｜災’下（t'・J人前i’｜：態.－；：：のι均か

らfl.見合述べぐみたいと思う。

l~W~、： 1 \.. ；：：に於ては IntegrityをJb鋭とし人1::1:a-とらえる＂l1iJllS，に!il~~t' I: （｛力、

店されないが’人｛！：l1illl.'i' ！こ .t~.めなければならない。 そこに十i会との｜則1虫に於てflAi 

w告与えるト！： ~~ 1 ·1~ .. ；：’のJlj~泌が発生するのである0 ?.!iし、社会を人li¥Jがその：，， に

’I: （｛ しているj品川の利之のものとして、これをとらえる11.'j:，には HumanEcology 

の＂＇に包Mすることも吋fitであると 与える。この場介、人)lilflAlf本を・づのFeed-

back 0）十世怖と して 与え怠ければならない。

l~li.J ~、： 1·1；··；とに rl-> 1J 1J l ndiv i dua l ita t の1 : :1見!ii ；！. .と ~r，－；；的条 「1・0〕 ＂ ＇ て形態、 分化、機

能の1::1:wとし C、；止、Persi::inlichkeit!!X lよlくrankhei tsform の川!iii ヘι 1u1~ ··J

るものと思う，

近代~！ll~~ I~！.. ；：：のll:J:Wとして、初めて之をi,i,J！態’l:Jlll.＂？の今.JV;））＼九泣いたのは、

ハイヮ：1レベルクのルードルフークレ ルてl!l:lll(I二のことでめる，父、 1'1;··;:: (1~J/,ι 人

tr{ ’u皮下と して公次j~.j ~J:·＇；：：と臨床｜うど‘iとをHc{-:- r1~J に体系化を{i~てたのは勺ンブリ

ジ0） レスリ ー －パンクスである駈 その後の~V1~ とし nY.：じすべさしのはHuman

BehaviorO）側交が大きく新しい11iWdう、学ヘ将人されたιとである。生物リズム

の与え｝jが｜’i然環＇rtのリズムとの｜羽，虫てill;Fくされたものが、ビヘビ1，一の11:1足! j 

との｜世If系をもヲたことになづたものである..Liili0) 11li 1-l~ I ＞；：，‘i 

怠；アブ口一チカi、三ク口（J'.Jなアブ口 チとjモに4主々 ff(t.! I,弘.~·： 1川ド／J、必品i五されて米

／ζσ）て6勺る

地球｜ーにがける人l::Jを合めての生物のll:fr：の川区iを臨床1・i;＂；：：、’1:rl§1>;.. i：、生

物中、%以下、地球｛ヒ等のi{J易から主；；｛－；－li'・J11. "")lSCtli'・Jに(iJf'J'i'.して、人i::1を合め

ての’l：がを安全に保l：ネ寸る11ffUI：ーを追求するものがうイフサイエンスだとH.は

与えるω

人川’H長のJlllil~ーを与える場介には生物r'f: l1"Jな ミクロ｛ドjアブローチの抗裂さ

はJS陀（l'・Jl.J. 与え ）jをたてる LIこ店； litがあるω例えば＇－1:命のj型企，＇，；fl：の J，~G症には iu fi;

f-ONA /J1汁 f-レヘJレて安〉仁てあること力t必－必てめる..I’iJll. 

してIIトIii!＜さ ~H：.系てある ））、bう外F』の変化にI‘IJ必して l' I L二を 没：化さ u- ~卓力， ，う －児

イ4変〉仁に ~l え ／，J. h' •う交〉よ（I~） に l’ l l」を~,!ff.干レているのてある匂

ク11一F・ ベルー）- Jレや下ャノンによづて11：•， え内れ J-:. 11\ j :;.1ス7ーシλOJ!I正

念も今 II に於ては－Htのi~'Zl-Jl.f1＇.；£お !;I：論てあゥて＇ I:f詳のi11UHへの・1.1:'j・Id.大さいと

半、わらければ／J.Iうないο

分i’l：物’j：によるi立｛云の解Jl)jと、生物広，i}";'l,i命のウみif(Qによコて、人1::1t1:会
のれ·tth1 トi会生物•＇ j':(J'.J に I ll］力、にきれづ ＂）ある係に思う b

人l:IJ社会がそのt.'i'色とするものは先づ抗ーに Sociogenetic－仙判Hi；述。〕メ力

ニズムは人w進化と街岐に関係するものであゥて、 ↑111怖がikのIii：（にに（.L;J主tされ

るものである．， 父、 j’係によ〉てその防相iが·~存己 れるメカニズム／）＼｛f.(1: Jる

ζとどもめると思うb Sociogenetic Systemが生物fl然関ii'lの，，’て人w社会j並
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1ヒ(I）），七fi!t{!:hiJιとlよll)J/J、どめリ、その：，，に人川1'!'.Jf.<ff IJ'f1:it-乏布されることも

付斗~(l'.J ’wだとし と ＇1:11 1＇パ l CL、る

’1・1句oi1・1 L.'L fi ~fl!: ＇＞くイィ＂.＞~lli'l: il j ・；.：~的川！出 l l. H'? i ~ H;i <JJ.i住！レ 、’ l '•'t:nu〕 111 1 I今

にiゐ’l:J,1J＼干のl;tl卜.I rll¥'.: t,・:, M：のJi’il、υi,:I 11111 （／）品1） ；｝~、 f1'.j 1＇（物ι し C f. ~ ~： I jに1fo:

).._: l.i. f,t; I~~ /Ji （（、，・,iJ 11 Cいゐ 今ll 、 l ~i似のi)\11) 11 1 （／）再生ぷ1.l.'i＇＜’｜』谷.j: ,'i [!!;JI:: 0）仰f

·；~.1-:. . l. I 11 L ~.1111 q. i11 l』 ！...： ~ Ii. ;·1.~ 今、 ｛.＿， ， 、 l'Cl、。 fi (,I，】イう とiI. I' tfじによ

ろ！り＼＇l に J、 ／） f'j~ ，.｝；；；＇j ’l'i ：，：υJli’；1 );_OJ ｛，＇； ~~乙与えら れ ィ3 以前 ｝J人cJ）＇学二 い，，に《h'I J 

-(-,Ji';•IJll l l 、 .Ji:外~J1'. {i II｝~ JI，｛して；：，山支<I>I 'ii-1;;;1i1; （：に比九11＜＞しυ）て小•P:rn UI・に

l、1'JIネI也01fl£Ff11/J'＞；・λ，.， 11 ィ古川 （~ t:, 、ド；j(;•;/,; (l,lrhゐIJi;I')I) i'.! ＜＞ιとど山。 父、

’j¥ !!'¥ ',¥ ／）、；＼H.'i，し c：：と I.~ I J 1, 1;::,0>!ll~IH :,: {i_滅。・，Iιょに.1.－：；，’IJ~Jl1、ヘυ）：μ’rr・し

と唱えら l ＼／~lt l \ IJ I. ル ら／，~い i'i'.I~物’｛’（O>ii1f.!1＜、j也H＜へのじへに Leみでt;I！日fl’J’I:

~ ~JOJ\ 'i ＇.／~ 、 ~1： に、 WHtt・1句Y’lO>ilii 'i 'tH~による’l：物的11dと lこ ， l、ゐ’｜：紗~（／）怜，I；写

t:, 1!1.r; /!l,'I', ~二 IJ；い Ji~ ＇H t4l’，，物7・O>.ift弘、にj、3てI/(q.j ~~1！に ，i、る ii'.if1；変 ！＇•＇. IJillJJかに

ら） ( ~とた今 I I に於 C IJ 、 以’j~ I除。〕私，＇（i j・ ~r，•；し:i-.1 ~との 人 Hiυ）’1・ fr{! rlイ「j- 力、して

いる ・i:.:: cjゐに｜’I~！~J~Pil<J〕 ＇！；.：化IJ'J:W主を砧サ J功 （~ に l‘L 人 l/\ J l正，一

に1主｝一ζしまう．そこl..:'I：物全体全人川（／） ,・,. n~ 11 ~·守めと多 Jじfi'-JI乙’I'.(｛の安全を

JUIο なけ れ ばl~ •＇）かい

G.N.P. fJ¥ fi~ に h ＜＞ と t1'i M1 fi,)·, 1 ： ： れのれが :.Ii~ に h ＜＇） ιι し・よ，iii, ！こh) ［いる

、二 ρ） 1 1 • 亡、 l'i'昧 ／，J: h11 !1llj:i1’Ul!i取によヲて、むし／＇ I・：n::Jに減少Uしめ似た・Wk

し＇1:11ら11［いろ 川ド11公ソ；UG.NPとパ Jンノ、し、打1;r1j化公＇， i；・とし点khWlf#:

に《h<> 

l’I ~！;J~＇IJ(l: rl > ti 1 におけ る ト！：~~瓜Ji；（に ヲい 亡。＞h'i lilt公’，I;lflj /J1心的11!,;・Jl;lれだ以だ

tく少hい 1句'i'[公＂.1;'1i1i (} ））・1:::id'J. l_Ulill I｛.＿’』tI ゐしのよ－＇~＇· ) 

人11¥Iの’I:{1o>J1l1U;6_与ノL u~木村会 ｛.＿ 1往.：~ Jゐ／）＇＇J .. j J史的 、 l.•.i !IJJfl'.J I dl }j {i 

1fi 1-Jるf）、IJ人11110＞’Hi-にと） c 也命。J1l1Ho1!.1.~ · I しQ）／.ごと.＇，！！. '> ’H句＜J).i也：：Ht

を与然して、三ツll自＇.JJ＇ブロ ーチ乙マケ(Jii'・) }' ｝ 「1ーチの総 ｛~によヲて ~dとを

!J:,,',tサベさであみと！ιぅ
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